
2024年度 北陸大学一般選抜 (本学独自方式)A日程問題

(2月 1日実施 )

化 学

(注 意)
1,問題冊子は本文7ページ,解答用紙は2枚 (マーク式解答用紙1枚 ,記述式解答用紙1枚 )。

2.【 I】～〔V】 の問1～問241ま ,マーク式解答用紙の解答欄1～ 24の当てはまる選択肢の枠内を

塗りつぶすこと(複数解答は無効)。

【Ⅵ】の間25～問28は ,記述式解答用紙の指定の欄に記入すること。

3,マーク式解答用紙。記述式解答用紙は,持ち帰つてはならない。

4。 試験終了後,問題冊子は持ち帰ること。

5,コ ピー及び二次利用は行わないこと。



【I】

問 1

以下の問いに答えよ。

原子またはイオンに関する記述のうち,正 しいものはどれか。

① イオン化エネルギーの大きい原子ほど陽イオンになりやすい。

② アルゴン原子の最外殻電子数と価電子数は等しい。

③ 電子親和力が大きい原子ほど陰イオンになりやすい。

④ 同じ周期の元素では,貴ガスを除くと,原子番号が大きいほど原子半径は大きい。
⑤ 貴ガス原子の最外殻電子数はすべて8個である。

問2 陽子数Pのある原子 XのイオンX3+と ,ぁ る原子 YのイオンY2の電子数が等しいとき,
Yの原子番号を表す式はどれか。
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間 3 化合物 (a～ e)イこついて,分子が極性をもたないものの組合せはどれか。

a)二酸化炭素   b)塩 化水素   c)メ タン   d)ア ンモニア   e)水

廻働 (a, c)    にD (a, d)    《D (a, e)    筵D (b, c)    定) (b, d)    ⊆) (d, e)

間4 下図に示す電子配置をもつ原子ア～オに関する記述のうち,正 しいものはどれか。ただし,
● を原子核,● を電子とする。

ア エ オ

① ア～オは,すべて非金属元素の原子である。
② イのみからなる三原子分子は,共有電子対を2組もつ。
③ ア～オの中で電気陰性度が最も大きいものは,オである。
④ 工原子とオ原子からなる結合は,共有結合である。
⑤ オの二原子分子の沸点は,臭素の単体の沸点より低い。

間 5 塩化ナ トリウム 11.7gと 炭酸ナ トリウム 5.3gを水に溶かして 500 mLの水溶液を調製
した。この水溶液 1.O mL中 に含まれるナ トリウムイオンの数はいくらか。最も適当なもの

を選べ。ただし,電解質は完全に電離するものとし,原子量は C=12.0,O=16.0,Na=23.0,
CI=35.5,アボガ ドロ数は 6.02× 1023とする。
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【Ⅱ】 アンモニアに関する以下の問いに答えよ。

問 6 次の記述 (a～ d)1こついて,正 しいものの組合せはどれか。

a)ア ンモニア分子は非共有電子対を 1組もつ。
b)塩酸に塩化アンモニウムを加えると,ア ンモニアが遊離する。
c)ア ンモニアは標準状態で空気より重い無色の気体である。
d)ア ンモニアは分子間に水素結合をつくるので,分子量が同程度のメタンより沸点が高い。

廻D (a, b)     ⊆D (a, c)     《》 (a, d)     筵D (b, c)     ≪) (b, d)    ⊆》 (c, d)

問 7 アンモニア水と金属イオンの反応に関する記述のうち,正 しいものはどれか。

① zn2+を含む水溶液に,少量のアンモニア水を加えると白色沈殿が生じ,さ らにアンモニア

水を過剰に加えても,沈殿は溶けない。
② Fe3+を含む水溶液に,少量のアンモニア水を加えると赤褐色沈殿が生じ,さ らにアンモニ

ア水を過剰に加えても,沈殿は溶けない。
③ Ag+を含む水溶液に,少量のアンモニア水を加えると褐色沈殿が生じ,さ らにアンモニア
水を過剰に加えても,沈殿は溶けない。
④ AP+を含む水溶液に,少量のアンモニア水を加えると白色沈殿が生じ,さ らにアンモニア
水を過剰に加えると,沈殿は溶ける。
⑤ Pb2+を含む水溶液に,少量のアンモニア水を加えると白色沈殿が生じ,さ らにアンモニア

水を過剰に加えると,沈殿は溶ける。

問 8 アンモニア水を希硫酸で滴定した。この実験に関する記述のうち,正 しいものはどれか。

① 指示薬として,フェノールフタレインが適している。
② 水溶液中のアンモニウムイオンの物質量は,中和反応が進むにつれて増力日する。
③ 中和点におけるpHは 7よ り大きい。
④ 中和点では,アンモニウムイオンの物質量と硫酸イオンの物質量は等しい。

問 9 濃度不明のアンモニア水 50 mLを 0.50 mo1/L硫酸で滴定したところ,中和点までに 30 mL
を要した。このアンモニア水のモル濃度 (mO1/L)はいくらか。最も適当なものを選べ。

① O.015     ② O.030     ③ O,060     ④ O.15      ⑤ O,30      ⑥ O.60

問 10 0,050 mo1/Lア ンモニア水の pHはいくらか。最も適当なものを選べ。ただし,ア ンモニア
の電離定数は【b=2,0× 40~5 mO1/L,水のイオン積は為 =1.0× 10~14(mO1/L)2とする。

① 3 ② 6 ③ 8
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④ 10 ⑤ ll ⑥ 12



【Ⅲ】 気体Xを容積可変の密閉容器に入れ,一定温度に保つと,気体Yが生成し,
2X=3Yの 化学平衡に達する。図は,反応経路とエネルギーの関係を示した
ものである。以下の問いに答えよ。

問 11 容器に Xを 死mOl入れ,一定温度に保つたところ,
Yがノmol生成し,体積 lLで平衡に達した。
このときの平衡定数 (mO1/L)を表す式はどれか。
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問 12 正反応に関する記述のうち,正 しいものはどれか。

① 反応前のエネルギーが反応後のエネルギーより小さいため,

② 反応前のエネルギーが反応後のエネルギーより大きいため,

③ 反応前のエネルギーが反応後のエネルギーより小さいため,

④ 反応前のエネルギーが反応後のエネルギーより大きいため,

2X

反応経路

吸熱反応である。

吸熱反応である。

発熱反応である。

発熱反応である。

3Y

f。

問 13 次の記述のうち,翌つているものはどれか。

① 正反応の活性化エネルギーはE2である。

② 正反応の反応熱はElである。

③ 触媒を加えると,正反応の活性化エネルギーはE2よ り小さくなる。
④ 触媒を加えても,正反応の反応熱は変化しない。
⑤ 正反応の活性化エネルギーは,逆反応の活性化エネルギーよりEOだけ大きい。

問 14 平衡状態に達しているとき,Xの物質量が減少する条件はどれか。

① 温度一定で,容積を小さくする。
② 全圧一定で,温度を上げる。
③ 温度一定で,触媒を加える。
④ 温度・全圧一定で,貴ガスを加える。
⑤ 温度・容積一定で,貴ガスを加える。

問 15 平衡状態に達しているとき,温度を下げると反応速度はどうなるか。

① 正反応の速度は増加し,逆反応の速度は減少する。
② 正反応の速度は減少し,逆反応の速度は増加する。
③ 正反応の速度も逆反応の速度も, ともに減少する。

④ 正反応の速度も逆反応の速度も, ともに増加する。

⑤ 正反応の速度も逆反応の速度も,と もに変化しない。

El
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